






1 はじめに 

 三重県では、昭和58年10月より県医師会が主導して三重県乳児健診協議会を発足させ、

県下統一方式による乳児健診システムづくりをはじめた。まだ問題点は多いが、過去四年

間の歩みにつき紹介する。 

 三重県下統一方式による乳児健診体制については、県保健衛生部と連絡をとりながら、

三重県医師会が中心となり、三重大学小児科が全面的にバックアップして検討がなされ、

健診体制を推進するには以下の方法をとって実施することに合意した。すなわち、 

1)健診に携わる医師は県医師会の毎年主催する講習会に参加する。 

2)健診方式の統一化をはかる。そのために「乳幼児健診のしおり」を作製し出生時に行政

レベルで配布をしてもらう。 

3)健診実施者は 4ヶ月児及び10 ヶ月児の健診詰果を「乳幼児健診のしおり」に折り込みの

健康診査票をもちいて報告する。 

4)提出された健診詰果は地区医師会乳児健診委員会で検討、整理し、結果を関係機関へ報

告する。 

 以上のような統一システムで健診をすることによって、健診に携わる医師の診察方法の

統一及び診察内容の向上を計ることを目的とした。このような方式での講習会への参加を

義務づけることは意見が分かれたが、医師会員の理解と協力により、講習会に参加した人

は健診医として一般に公表することで了承された。「三重県乳児健診協議会」が設置され、

三重県乳児健診制度が発足し、58 年 5～6 月、県下 4 地区で、第一回乳児健診講習会が実

施された。 


